
取組概要

医療法人辰川会

• 医療・介護分野の従業員は勤務体系が変則的であり、公共交通での通勤が難
しく、従業員の約7割がマイカー通勤でした。

• 渋滞、環境問題への配慮や健康経営の推進を背景に、エコ通勤を推進するこ
ととしましたが、変則的な勤務体系を前提とした、柔軟な取組が求められま
した。

ノーマイカーウィークでエコ通勤しやすい環境づくり
背 景

効 果

• 毎月第2週をノーマイカーウィークに設定しました。

• 従業員は申請した交通手段で通勤するルールでし
たが、期間中は申請と異なる公共交通や自転車な
どで通勤することを認めることにしました。

• 通勤手段が異なることで、万一、交通事故が起き
た際に労災の対象とできるか懸念の声もありまし
たが、問題がないことを確認し、実施しています。

• チラシを作成し、従業員通用口に掲出するほか、
実施する週には、毎週発行の会報に掲載し、定期
的な意識付けを行っています。

• ベスト運動の協賛とエコ通勤優良事業所認証の取
得について、チラシや会報に掲載することで、社
内外へのPRに活用しています。

取組を示す写真。

エコ通勤実施者
の推移 等

▼従業員向けのチラシで
ベスト運動協賛を紹介
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※記事で紹介した写真や資料は全て医療法人辰川会提供

▼広報誌で取組を対外的にもPR

広島県福山市野上町2-8-2所在地

福山市内の医療・介護業務内容

約200名従業員数

https://www.sanyo.or.jp/HP

• 柔軟に参加できる点が功を奏し、取組が定着しつつ
あります。

• 従業員からは「体の健康以上に、心のリフレッシュ
になる」という感想がでています。

• 通勤距離の短い職員が、積極的に自転車を利用する
ようになりました。


